
平成１３年度当初予算 基本事務事業目的評価表

［基本事務事業名］美術館事業（１０２）
［評価年月日］ Ｈ１２年１０月１２日
［主担当部課名］ 三重県立美術館
［記入課名・課長名・電話］ 三重県立美術館 館長 白石和己 ０５９－２２７－２１００

１ 総合計画の政策体系上の位置づけ
政策 ：（Ｉ－３） 文化・スポーツの振興
施策 ：（ １ ） 人と地域を支える文化の振興
総合計画の目標項目 ：美術館入場者数 １３万人／年
波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策 ： 生涯学習の推進（Ｉ－２－１）

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来）
生活水準の向上、自由時間の増加、高齢化の進行等により生涯学習への関心が高まり、人々の美術
館に対する要望は質的にも益々多様化・高度化してきている。特に、今後県民が家庭にいながら美術
館の情報を得られるようなサービスへの要求が高まると思われる。そのため、美術館の収蔵品をデジ
タル情報化し、魅力ある情報発信を行うとともに、県内外の美術館等とのネットワーク化が必要にな
る。

３ 基本事務事業の目的と成果
3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）
美術館は、三重県における「情報発信 「生涯学習 「地域文化育成」の拠点としての役割を担っ」 」
ている。このため、一般県民に様々な美術分野で質の高い美術作品を鑑賞する機会を提供するととも
に教育活動及び情報サービスとも関連した地域活動を展開し、特に、生涯学習の視点に立った美術館
活動を行うことによって心豊かなゆとりある生活を出来るようにする。

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）
該当年度の展覧会観覧者数＋事業参加者数

＊美術館利用度 ×１００
三重県総人口

②変更した場合の成果指標名・成果指標式

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）
展覧会観覧者数
美術館で開催の展覧会観覧者、移動美術館観覧者

事業参加者数
美術講演会及び美術講座聴講者、美術セミナー参加者、ミュージアムコンサート入場者、ワー
クショップ参加者、県民ギャラリー利用者、ハイビジョン室利用者（図書利用者を含む 、日）
曜映画会鑑賞者、ホームページアクセス数

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）
芸術文化に対する県民の理解が深まり 県内各地域で美術館活動に親しむ人々が増加するとともに、 、
優れた美術作品を鑑賞する機会が増え、精神的にゆとりある生活を送ることが出来る。

４ 基本事務事業の評価
4-(1) 前年度（H11年度）における基本事務事業の結果評価
①前年度に行った内容と成果
・例年実施している主要事業はほぼ同じであるが、前年度は美術館への贈りもの－珠玉の絵画展、
ヒューストン美術館展、パリのカフェと画家たち展等質の高い企画展が多く好評であった。従っ
て入館者数も通常より多かった。
・比較的経費のかからない他館（神奈川県立近代美術館）との交流展「眼のゆくえ、手の変幻」
（２０００年１月４日～２月１３日）を実現した。
・収集作品数は計３１点であった。
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②前年度に残った課題
・質の高い人気のある企画展には多額の費用がかかる。
・彫刻展（彫刻の理想郷〔アルカディア ）の入館者数が絵画展に比べ少ない。入りのいい絵画展〕
の半数又は３分の１である。

4-(2)本年度(Ｈ12年度)における基本事務事業の見込み評価
①本年度行っている内容と本年度終了時に見込まれる成果
・２０００年４月１日から５月７日まで茨城県近代美術館において同館主催による三重県立美術館
コレクションによる「日本洋画のれきし」展が開催された。
・比較的経費のかからない他館（宮城県美術館）のコレクションで企画した「洲之内コレクション
気まぐれ美術館」展を開催したり、当館の収蔵品で企画する「子ども美術館 「新収蔵品展」等」
の展覧会を開催して、従来の展覧会の在り方の見直しをし、経費のかからない展覧会を開催して
いく方向性を来年度（Ｈ１３年度）に繋げていく。

②本年度残ると思われる課題
・本年度も彫刻関係の企画展（山本正道展）は、入館者数が５，７１６人と少なく、今後は彫刻展
の開催頻度、内容等を検討する必要がある。

５ 基本事務事業の改革方向
・海外展等の企画展には多額の費用がかかるため、今後は収蔵品を活用した展覧会の重視、他館の
コレクションを中心とした交換展の開催等、企画展と常設（収蔵品）展のバランスを考え、企画
展の在り方、収蔵作品展示の在り方を検討する。
・入館者の増加を図るためのより効果的な広報体制の確立 新たにホテル 書店への広報の展開。（ 、 ）
・入館者をベースとする評価のみでなく、数値化の難しい文化の質、文化度を含めた評価の確立。
・県民がいつでもどこでも手軽に活用できる美術情報サービスの向上。
・活発な展覧会・美術館教育普及活動が展開できる施設の充実。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 総合計画 予算額等 必要概算（千円）

目 標 実 績 目標数値 所要時間 コスト（時間） （千円）

前々年度 6.57 6.44 115,706 / 402,515人 年
(H10年度) 26,406 512,893

前年度 4.40 7.77 118,388 / 400,641人 年
(H11年度) 23,603 498,594

本年度 5.32 120,000 / 361,252人 年
(H12年度) 29,369 483,134

本年度補正後 + or + or( ▲) ( ▲)
(H12年度) + or( ▲)

翌年度 8.42 130,000 / 417,738人 年
(H13年度) 27,240 530,784

計画目標年次 8.42 美術館入場者数
(H13年度) 130,000 /人 年
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８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細
※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名 １３年度 予算額 １３年度 所要時間
（担当課） 成果指標名 事務事業の概要 予算額 前年度比 所要時間 前年度比

（千円） （±千円） （時間） （±時間）

管理運営費 美術館の管理度 専門委員の会議・協議会を開催するほか、施設等の維持管理 ＋ －146,913 2,014 10,896 852
を適正に実施するため専門業者に委託する。

美術作品鑑賞推進 美術作品鑑賞推進指標 美術館の収蔵品を紹介する（常設展）とともに、各種企画展 ＋ －117,906 15,672 4,631 362
事業費 を開催する。

資料収集費 美術資料収集評価指標 資料収集の基本方針に基づき美術作品を収集するほか、作品 － －74,200 8,788 1,907 149
の修復と額装を進める。収蔵庫の薫製を実施する。

調査研究費 調査研究の成果指数 美術に関する様々な調査研究を行い 二次資料の充実を図る －、 。 3,013 0 2,724 213

教育普及費 教育普及評価指標 美術講演会、美術講座、ミュージアムコンサート、移動美術 － －3,275 260 4,358 341
館、日曜映画会等を開催する。

美術館活動広報費 美術館活動広報成果 展覧会の年間案内ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成 ﾎﾟｽﾀｰ ﾁﾗｼの配付のほか － －、 、 、 1,249 1,410 2,179 171
指標 各種広報媒体を活用した広報活動を実施する。

開館２０周年記念事 開館２０周年記念事業として、収蔵庫の増床、柳原義達記念 ＋ ＋71,182 71,182 545 545
業（新） 館（仮称 、教育普及施設等の増改築の設計及び記念事業を）

実施する。


